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地域貢献への挑戦
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１．地域貢献部について

各地区の活性化を目指して地域貢献部を創設
新たな挑戦と地域の魅力を内外にPR！

○新設年：令和７年２月
○名称：地域貢献部（２課体制）
○担当業務：
・地域貢献課（新設）
①持続可能な農業の推進（有機栽培）
⇒JA子会社で実務を経験した職員を配置
⇒営農経済センター（TAC）と連携した
農家への指導。

②地域特性を活かした、地域活性化事業

・くらしの相談課
①女性部組織統括部署
②介護福祉事業
③生活関連事業

2025年4月14日(月) 日本農業新聞
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２．エリア（地区）別挑戦項目一覧

地 区 取組み内容

ひたちなか
地区

１有機甘藷の試験圃場設置（継続）ひたちなか市
２有機水稲の試験圃場設置（継続）那珂市

笠間地区

１収穫機械の実証試験（R7単年）笠間市
２環境に配慮した栗生産への取組（新規）
３直売所（みどりの風）での有機コーナー設置PR（継続）笠間
市

大宮地区

１スマート農業の取組（新規）常陸大宮市
２有機大豆加工品（豆腐・豆乳）の開発と学校給食
１００％オーガニック化への取組（継続）常陸大宮市

太田地区

１いばらきグリーンツーリズムへのサポート事業
（民泊「農家・教育」）（継続）常陸太田市
２有機水稲の試験圃場設置（新規）

高萩地区
１花はすの試験圃場設置（継続）と販売施策の確立
２地域貢献活動（花ハス寄贈）

その他
１有機野菜試験圃場を軸とした地域貢献活動
（継続）
２地域と有機の架け橋（新規）
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３．ひたちなかエリアの挑戦

●試験圃場の取組

①有機甘藷
〇設置場所：ひたちなか市中根

〇設置面積：約１５ａ

〇定植品種：紅はるか

〇取組開始：令和７年４月～２年目継続中

〇概 要：ア．実証試験のほか、防草の試験についても実施。

イ．甘藷部会等で取組を紹介。慣行・有機を別物と
してとらえるのではなく、お互いの施策の良点
を検証し、共存への取組活動を展開。

ウ．販売先：JA全農いばらき
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３．ひたちなかエリアの挑戦

●試験圃場の取組

②有機水稲の取組

〇設置場所：那珂市戸・戸崎・下大賀

〇設置面積：約６３ａ

〇定植品種：コシヒカリ

〇取組開始：令和７年４月～２年目継続中

〇概 要：ア．令和７年那珂市で初めて有機的に作られた米

を小中学校の給食への供給。
（R7・小中学校全体で1回、R8・3回を予定）

イ．那珂市（外部講師）と連携を図り、試験圃場

に地域生産者を集め現地講習会実施。
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４．笠間エリアの挑戦

●機械試験の取組

①栗の収穫機械

〇試験場所：笠間市

〇試験面積：１０ａ

〇定植品種：複数

〇取組開始：令和７年

〇概 要：茨城県農業総合センターが性能調査をしている唯一の

市販の収穫機械（オーレック社）について、茨城県

メーカーと連携し実際の圃場で性能の試験を実施。

〇今 後：栗農家の規模・圃場（斜面平地等）により活用可能な

機械や性能・活用方法が異なることから、各条件に合
わせた機械PRを笠間地区にて実施。
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４．笠間エリアの挑戦

●環境に配慮した栗生産への取組

②栗の耕種的防除・有機JAS制度の情報提供

〇対 象：笠間地区栗生産者

〇掲示内容：県の参考防除例、無農薬生産者の

知見を基にした耕種的防除方法。
有機JAS制度の概要。

〇取組開始：令和８年～

〇施 策：有機栗栽培における耕種的防除方

法や有機JASに関するマニュアル的
資料を作成し、多角な情報発信を
展開。普及センターや有機栗をす
でに実践する農家と連携し知識・
情報の体系化を行い、令和９年度
生産者へ周知する。
※市のチラシは、新規参入者向け

笠間市HPより

茨城県より
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４．笠間エリアの挑戦

●環境に配慮した栗生産への取組

③直売所での有機コーナー設置・PR

〇事 業 所：笠間道の駅 みどりの風

〇取組内容：直売所会員が栽培した有機農産物

について、コーナーを設置すると
ともに、来場者（特に首都圏から）
に向けたPRを実施。

〇施 策：オーガニック宣言行政にて、直売

所を拠点とした学校給食供給の取組を行っている。直売所に
おける特設売り場や他商品との差別化を行うことで、地元有
機農家の販路の一つとして貢献。
都市部観光客の購買促進につながっている。

〇ターゲット：観光都市である笠間市において、みどりの風は首都圏から

近いため、他商品との差別化による販売を活かし県内外の
有機農産物・加工品の取り扱いを行っていく。
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５．大宮エリアの挑戦

●有機農業の取組
①スマート農業の取組
〇アイガモロボット

有機農業や減農薬栽培における抑草対策
として、アイガモロボットを導入。有機
稲作試験農家へ貸出し、試験を行った。
抑草効果が見られたところ、一部草が出
てしまった所など様々な結果が出ている
ため、農家・関係機関と連携しながら継
続して実施・検討していく。

○Iotデバイス設置
慣行はもとより有機栽培では水管理が重
要だが、同時に労力の負担にもなってい
る。そこで、有機水稲圃場に遠隔で確認
操作ができる水位・温度計や水口へ機器
を取付け、省力化とデータを蓄積する。

未設置（納品待ち）

デバイスの写真添付
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５．大宮エリアの挑戦

●有機大豆加工品開発と学給１００％オーガニック化
への取組

②豆腐・豆乳（加工用）の開発

○実施方策：有機大豆を使用した豆乳と豆腐の提供。
管内製造業者と連携し、体制を構築。

○その他 常陸大宮市は、学給１００％オーガニック化
を目標としている。このサポートとして、有
機JAS豆乳飲料を１２月の有機の日に合わせて
JAにて仕入・供給を計画。

2025年8月10日(日)
日本農業新聞

○取組場所：常陸大宮市学校給食

○取組内容：地元産有機大豆を使用し、地域企業と

加工品を共同開発

○取組実績：令和７年度下期６か月実施

令和８年度下期７か月実施計画
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６．太田エリアの挑戦

●グリーンツーリズム事業連携の取組

①民泊事業サポート

〇サポート団体：いばらきグリーンツーリズム

（運営エリア・県北）

〇サポート展開

①：エリア内・県内外におけるPR活動、
農協観光とタイアップした民泊開始
セミナーの開催：10月開催予定。

②：地域における民泊運営新規参入者の推進

（R８年度女性部を中心に加入促進を実施）

③：新規参入企業者へ農協観光と連携し

た国補助金制度の活用補助と地域プランの策定。

④：茨城県北グリーンツーリズムの展開をメディアを通じてPR強化。
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６．太田エリアの挑戦

●試験圃場の取組

②有機水稲の取組

〇設置場所：常陸太田市東連地

〇設置面積：約４９ａ

〇定植品種：コシヒカリ

〇取組開始：令和８年４月～新規設置

〇今 年 度：ア．有機栽培の実証。

イ．市内小中学校のほか、一部市幼稚園や県特別

支援学校など、常陸太田市全域の学校等へ試
験圃場産米を使用した米飯供給を令和８年度
実施に向け調整中。
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７．高萩エリアの挑戦

●地域での新規作物導入の取組

①②花ハスの栽培と地域への寄贈
○設置場所：日立市下深荻

○設置面積：約１５ａ

○定植品種：大輪一重、小輪八重

○取組開始：令和７年４月～２年目継続中

○発 端：中山間地の新規作物として、耕作

放棄地の解消として実施。
⇒ゼロベースから花はす田に整備。

○今年度：ア．今年度より出荷開始（７月～）。

蓮市・お盆に向けた出荷準備として
目揃え会や出荷ルート構築を図った。

イ．地元小中一貫校やコミュニティーセンターへ花ハス（鉢）
を贈呈し、教育への活用（観察）や景観形成、新規栽培者
獲得を目指す。
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８．その他の挑戦

●地域と有機をつなぐ取組
①試験圃場の設置（体験含む）

○発端：那珂市でも有機農業を推進する事となり、
有機農業の周知を図るために設置。

○取組：試験栽培に関して、フレッシュミズ（子供
含む）の農業体験を実施。
また、収穫物をこども食堂や料理教室へ
供給し、有機農産物のPRを図っている。

今年度は、さらにJA住宅ローン利用者向け
の体験圃場としても活用する。

○設置場所：那珂市瓜連
○設置面積：約３６a（２枚）
○定植品種：複数野菜等
○取組開始：令和７年４月～２年目継続中
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８．その他の挑戦

●地域と有機をつなぐ取組

②地域と有機の架け橋
○内 容：そば打ち実演・試食配布

〇使用農産物：有機的に栽培したそばの活用

○使用 品種：常陸秋そば

○時 期：令和８年５月

〇場 所：直売所（ひたちなか地区）

休止中事業所（太田地区）

〇詳 細：試験圃場産のそば粉を使用し、直売所や休止中事業

所を活用したそば打ち実演や試食を行うことで、有
機農業への理解促進、空事業所の有効活用を図った。

〇他エリア展開：常陸大宮市山方地域との協力によるさらなるイベントを予定
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終わりに：今後の挑戦

①行政との連携強化
⇒持続可能な社会の構築、オーガニック宣言(行政）におけるJAの参画を強化してい

く。常陸太田市、常陸大宮市、那珂市における行政とJAの連 携施策をベースに

今後その他の行政とも連携し、試験圃場及び学校給食を中心とした有機農業の推進

を図る。

②有機農業研究会の設立
⇒地区別に行っている展示・試験栽培は継続しつつ、農家同士の連携・コ

ミュニケーションを図り、有機農業の推進を図る。

⇒試験圃場等で協力を頂いている生産者を中心とした研究会を令和８年度

下期発足予定。

③女性の事業参画促進

⇒JAグループににおける、女性が働きやすい組織づくり、女性が積極的に参画しや

すい体制づくりを構築する場を今後設定していきたい。
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ご清聴ありがとうございました。


